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吉田惠子さん

地域が一つになって

みんなで幸せになれる社会をつくろう

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
・

運
営
し
た
吉
田
惠
子
さ
ん
＝
千
厩

町
＝
は
、
20
年
以
上
も
新
垣
さ
ん

の
フ
ァ
ン
。
ず
っ
と
前
か
ら
、
こ
の

日
を
夢
見
て
い
た
。
だ
が
、「
い
つ
か

新
垣
さ
ん
を
呼
び
た
い
」
と
い
う
夢

は
、「
い
つ
か
」
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
吉
田
さ
ん
を
動
か
し
た

の
は
３
年
前
、
何
気
な
く
開
い
た
長

男
拳け

ん

さ
ん（
現
高
２
）
の
英
語
の
教

科
書（N

ew
 H

orizon

）。「Try to Be 
the O

nly O
ne

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
新
垣
さ
ん
の
半
生
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。「
教
科
書
で
学
ん
だ

新
垣
勉
さ
ん
か
ら
、
直
接
歌
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
」。
思
い

は
高
ま
っ
た
。「
中
２
生
に
本
物
と

出
会
わ
せ
た
い
」。
動
き
出
し
た
吉

田
さ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
現
に
向

け
、
奔
走
す
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。

　

中
学
生
と
い
え
ば
多
感
な
年
頃
。

楽
し
い
時
期
で
あ
り
な
が
ら
悩
み

多
い
時
期
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
彼

ら
に
吉
田
さ
ん
は
、
新
垣
さ
ん
の

歌
を
通
し
て「
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
」
と
思
っ
た
。「
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
。

　

「
千
厩
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た

ら
実
現
は
早
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
、
千
厩
町
教
育
文
化
振
興

会
に
お
願
い
に
行
っ
た
。
振
興
会
の

主
催
で
２
０
１
０
年
10
月
、
つ
い
に

千
厩
中
学
校
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

現
。
初
め
て
生
で
聴
い
た
新
垣
さ
ん

の
歌
に
体
中
が
震
え
た
吉
田
さ
ん
。

あ
ふ
れ
出
る
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
好
評
だ
っ
た
。
生

徒
も
、
父
母
も
、
教
職
員
も
、
み
ん

な
が
新
垣
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。

　

「
も
っ
と
、
も
っ
と
多
く
の
中
学

生
に
聴
か
せ
た
い
」

　

千
厩
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
後
、
吉

田
さ
ん
は
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
す
る
。
友
人
や

関
係
者
に
声
を
掛
け
る
と
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
企
業
や
商
店
が

応
援
し
て
く
れ
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
あ
の
東
日
本
大

一期一会
偶然開いた教科書

運命の出会い
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震
災
が
起
き
た
。
大
船
渡
市
出
身

の
吉
田
さ
ん
。
巨
大
地
震
と
大
津

波
で
古
里
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。

　

こ
の
頃
、
被
災
地
を
気
遣
う
新

垣
さ
ん
は「
今
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
」
を
自
問
自
答
し
て
い

た
。
６
月
11
日
、
新
垣
さ
ん
は
大
船

渡
市
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
の
鎮
魂
歌「
青

い
海
よ
」
を
披
露
、
全
身
全
霊
の
歌

で
被
災
地
を
励
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
母
校
末
崎
中
学

校
の
生
徒
た
ち
に
新
垣
さ
ん
の
歌

を
贈
り
た
い
と
思
っ
た
。「
ダ
メ
も

と
で
頼
ん
だ
」
吉
田
さ
ん
の
思
い
に

新
垣
さ
ん
は
快
く
応
え
た
。
11
月

30
日
、
末
崎
中
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
、
被
災
地
に

希
望
の
讃
歌
が
響
き
渡
っ
た
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
自
ら
の
人
生
に
責
任
を
持
っ
て

生
き
る
新
垣
さ
ん
。
そ
の
姿
は
、
多

く
の
中
学
生
に
勇
気
を
与
え
た
。

　

吉
田
さ
ん
を
は
じ
め
実
行
委
員

会
は
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
大
人

た
ち
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
。

　

「
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
は

多
く
の
目
と
手
が
必
要
。
他
の
親
、

祖
父
母
、
地
域
、
み
ん
な
の
知
恵
や

力
を
借
り
る
こ
と
が
大
切
」
と
。

　

両
親
さ
え
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
新
垣
さ
ん
は
今
、
全
て
の
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
彼
の
生
き
方

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
生
き
る

こ
と
と
は
」「
生
き
て
い
る
意
味
と

は
」「
生
き
残
っ
た
か
ら
に
は
」
な

ど
、「
生
き
方
」、
つ
ま
り
、
人
生
の

「
質
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

豊
か
な
人
生
に
は
、
必
ず
ド
ラ

マ
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
は
自
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
ぎ
込
ん
で
つ
く
る
も
の
。

何
か
を
や
り
遂
げ
る
た
め
に
、
一
生

懸
命
頑
張
る
姿
は
、
そ
れ
だ
け
で

美
し
い
。
苦
労
を
乗
り
越
え
、
前
に

進
ん
で
い
く
姿
は
、
多
く
の
人
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ

ん
な
姿
を
見
た
人
が
、「
次
は
自
分
」

と
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
笑
顔
と
涙
は
連
鎖
す
る
。
い

い
人
と
の
出
会
い
は
、
自
分
の
人
生

さ
え
も
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

　

新
垣
さ
ん
の
歌
は
美
し
い
。
彼

が
歌
っ
て
い
る
間
、
そ
こ
に
は
上
質

な
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
、
新
垣
さ
ん
が
素
朴
で

や
さ
し
く
て
温
か
い
か
ら
だ
。
新
垣

さ
ん
の
歌
を
聴
く
と
、
新
垣
さ
ん
の

話
を
聴
く
と
、
彼
の
歌
を
、
声
を
、

初
め
て
聴
い
た
人
で
も
豊
か
な
気

持
ち
に
な
れ
る
。
彼
と
初
め
て
会
っ

た
人
で
も
前
向
き
に
な
れ
る
。
そ
し

て
、
彼
を
好
き
に
な
る
。

　

光
の
な
い
世
界
に
生
き
る
彼
は
、

星
も
月
も
見
え
な
い
。
だ
か
ら
彼

は
自
ら
光
と
な
っ
て
、
多
く
の
人
た

ち
を
照
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。　

希望の光
大切なことは

人を受け入れること
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　中学生の皆さんが熱心に鑑賞してく

れたので、うれしかったです。新垣さ

んのメッセージも届いたと思います。
　思春期に「いじめ」などの問題で悩

んでいる子は多いです。いじめは、当
事者だけでなく周りの子や大人まで不

幸にします。中学時代は一番楽しい時

期なので、「みんなで仲良く、楽しく過

ごしてほしい」、そんな願いを込めて新

垣さんのコンサートを開きました。
　このコンサートの目的はもう一つあ

ります。大人がスクラムを組んで子供

たちをしっかり支えることができたら、
子供たちはもっと自由にチャレンジす

ることができると思います。ですから、
大人の人たちには「横につながろう」と
呼びかけたいです。親の言うことは聞

かなくても、友達の親が言ってくれた

　目が見えないこと、両親が離別した

ことなど、少年時代の私は何もかもが

嫌になりました。「自分には生きる価値

があるのか」と自問自答する毎日でし

た。自分を受け入れることができるよ

うになるまで、相当の時間がかかった

ことを覚えています。
　でも、牧師をはじめ、人生の節目節

目にいい出会いに恵まれました。そし

て、救われました。人生は出会いで変

わります。人は出会う人で成長します。
自分を肯定できるようになると、他人

を受け入れられるようになります。親
を恨んだり、許せなかったりした少年

時代のことも、少しずつ受け入れるこ

とができるようになりました。
　今年で歌手生活31年です。小中学

生時代に聴いてくれた人たちが、今は

親になってわが子を連れてコンサート

に来てくれます。本当にうれしいです。
私は音楽を通じてonly one（オンリー・
ワン）のメッセージを届けたいと思っ

ています。他人と比べて「自分には目

立つものが何もない」と思わないでく

ださい。どんな人にも、その人にしか

ない素晴らしいonly oneがあるのです。
技術を持っているとか、能力が優れて

いるとかじゃなく、人として存在してい

ること、それ自体が大切なことなので

す。「Doing」（何かをすること）ではな

く、「Being」（存在そのもの）を大切にす

る生き方をしてください。
　私は来年、還暦を迎えますが、あと

20年は歌いたいと思っています。つえ

と言葉と信念があれば、どこにでも行

けます。まだまだ歌うことができます。

ら聞くでしょう。たくさんの目と手で子

供たちを育てていけたら、親も楽だし、
子供たちも楽しいはず。みんなで協力

し合えば、親子関係も地域社会もきっ

とよくなります。それでたくさんの人た

ちに関わってもらいたくて、皆さんにカ

ンパをお願いしました。自分だけ、自分

の家族の幸せだけではなく、「みんなで

一緒に幸せになる」地域づくりに貢献

したいと思っています。
　コンサートは、50以上の団体と150

人以上の個人からカンパをいただくな

ど、たくさんの人に支えられて実現し

ました。16人のスタッフは「できる時に

できること」を合言葉に心を一つにし

て頑張りました。支えてくれた全ての

人に心から感謝します。来年もやりま

す。皆さん、ぜひ応援してください。

新垣　勉さん

人生は出会いで変わる

オンリー・ワンの価値に気付いてほしい

Aragaki Tsutomu Yoshida Keiko
Profile　あらがき・つとむ

1952年沖縄県読谷村生まれ。父は在日米軍人。生後間

もなく不慮の事故で失明。東京キリスト教短大、西南学

院大神学部卒。34歳で武蔵野音楽大声楽科に入学。
同大学卒業および同大学院修了。アンドレア・バランドー

ニ氏に師事

Profile　よしだ・けいこ

1956年大船渡市生まれ。93年結婚して一関市千厩町

へ。2009年３月養護学校教諭を退職。その後、一関市

内の学校でスクールカウンセラーを務めるなど、青少年

の健全育成に尽力。千厩町千厩在住。夫、息子、義父、
実母の5人暮らし、55歳。
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